
自転車の押し歩き・
荷捌き車両の利用時間帯等の設定

歩行者の安全性に関する課題
●商店街通りの歩行者環境について、利用者にヒアリング調査を実施した

ところ、次のような回答結果となりました。

●商店街の歩行者環境について、回答者のうち約４６％が危ないと感じる

ことがあると回答しました。

●自転車の押し歩きについて、回答者のうち約６４％が推奨した方がよい

と回答しました。 ヒアリングの様子

多くの歩行者の中を

すり抜けるように

通行する自転車が

みられ歩行者が

危険な状況です！

荷捌き車両の停車

による歩行の妨げ等

により、歩行空間が

制限されています！

●課題を踏まえ、当地区における交通施策を推進するための市の実施計画である都市・地域

交通戦略、及びまちづくりに関する地元要望であるまちづくり提案書に、課題解決に向け

た取組が位置付けられています。

課題を踏まえた検討経緯

❖都市・地域交通戦略
（H30府中市策定（R７修正））

❖まちづくり提案書
（H30協議会から市へ提出）

●商店街における歩行者の安全

確保の施策が位置付けられています。

●また、こ線橋において、自転車の押し歩き

を進めることとしています。

●誰もが安心して買い物ができる

商店街通りの形成として、「荷さばき車両

等の時間帯交通規制」や「自転車の押し歩

き」が提案されています。

●これらを踏まえ、市が策定したまちづくりの全体像を示す計画であるまちづくり基本計画

には、歩行者中心のまちづくりを実現するため、ハード施策とソフト施策を掲げています。

❖まちづくり基本計画（R２府中市策定）
●ハード施策としては、駅周辺の基盤整備等が位置付けられています。

●ソフト施策としては、良好な商店街を形成するためのルールの検討等が

位置付けられています。

●その他、まちづくり誘導計画でも、商店街通りが安全に歩くことができる歩行者優先の通りとなる

よう、方針を記載しています。
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